
　JA水戸茨城町メロン部会（金子孝広部会長）が3月24日（月）に
初出荷を迎え、相田幸夫さんと清水伊織さんが生産した「オトメ
メロン」と栗原憲一郎さんが生産した「レノンメロン」786ケー
スを市場へ出荷しました。
　また、27日（木）には、JA水戸園部優組合長と小林町長ほか関
係者が大井川和彦茨城県知事を表敬訪問し、緑肉の「オトメメロ
ン」と赤肉の「レノンメロン」のPR活動を実施しました。大井川
県知事からは「昨年のメロンコンテストでも茨城町のメロンは評
価が高かった。引き続き質の高いメロンの生産に向けて頑張って
ほしい」と激励を受けました。
　オトメメロンは、糖度15度以上、レノンメロンは糖度16度以上
で出荷されています。同部会では他にも「アンデス」「イバラキン
グ」などの品種を生産しています。
　同部会のメロンは、町内の直売所やネット販売でも購入できま
すので、ぜひご賞味ください。

町産春メロンスタート！
JA水戸茨城町メロン部会が大井川県知事へ表敬訪問
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橋本畜産株式会社
町へ100万円の寄附
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茨城県産小麦粉「ゆめかおり」を100％使用したパンを提供茨城４/11
（金）

　橋本畜産㈱（橋本武二代表取締役、写真左）より、町に100万
円が寄附されました。
　橋本代表は、長きにわたり町や茨城町社会福祉協議会へ多額の
寄附を行っており、さまざまな福祉サービスの充実に寄与するな
ど、多大な支援をされています。
　贈呈式の中で橋本代表は「町の発展のために活用してほしい」
と寄附に込めた想いを語りました。
　小林町長は「多大な心遣いに感謝申し上げる。町の発展のため
に活用させていただきたい。」と謝辞を述べました。

　町では、安全・安心な学校給食の提供はもとより、食育の推進
及び地産地消のさらなる充実を図ろうと、令和７年４月11日か
ら町内の小・中学校及び町立幼稚園へ月２回程度、茨城県産小麦
粉（ゆめかおり）を100％使用したパンの提供を開始しました。
　パンを食べた児童からは、「いつもより甘く感じる。」や「も
ちもちしていておいしい。」、「いい香りがする。」などの感想
が聞かれました。
　今後も、食育及び地産地消を推進し、安全・安心な食材の提供
に努めます。
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【問合せ先】　総務課　防災・危機管理グループ　☎029－240－7125（直通）

風水害を想定した避難力強化訓練を実施します
　町では、町民の皆様の防災対策の一助としていただくため、下記のとおり避難力強化訓練を実施いたしま
す。訓練では、実際に開設された避難所へ行くことで、避難所の運営体制や食料・パーテーション等の備蓄状
況などを把握し、家庭での防災対策に活かすことを目的のひとつとしておりますので、積極的なご参加をお願
いいたします。

▶日　時 令和７年６月22日（日）　
 午前９時30分から午前11時30分まで
▶場　所 旧沼前小学校体育館、駒場庁舎体育館
▶想定する災害
 台風の接近に伴う河川（涸沼川・涸沼）の氾濫
▶概　要

・実際の災害（風水害）を想定し、避難所を開設します（旧沼前小学校体育館、駒場庁舎体育館の２
箇所）。
・当日は、町ホームページ、町公式SNS等により避難所の開設を
お知らせします（午前９時30分を予定）。
・避難行動要支援者への情報伝達訓練等を実施します（浸水想定区
域・土砂災害警戒区域内を対象とします）。
・防災資機材や備蓄食料等の展示、電気自動車や給水車を使用した
訓練を実施します。
・避難所では、備蓄食料のサンプル配布なども行いますので、この
機会にぜひ、ご参加ください。

町の取り組み

機会にぜひ、ご参加ください。

・実際に開設された避難所へ行ってみましょう。
・避難経路や避難に要する時間、避難所の生活環境や食料・パーテー
ション等の備蓄状況などを把握することで、災害に備え家庭でどの
ような対策が必要か、確認することができます。
・災害に備えてどのような対策が必要か、事前に家族と話し合いま
しょう。
・自宅での食料等の備蓄やハザードマップの確認、家族との非常時の
連絡手段など、防災について考えるきっかけとしてください。

町民の皆様の取り組み

・訓練当日は、町ホームページ、町公式SNS等により、訓練についての情報発信を行います。ご理解、ご協力の
ほどよろしくお願いします。
・訓練の詳細については、回覧チラシ「風水害を想定した避難力強化訓練を実施します」をご覧ください。
・訓練当日に参加できない方も、災害が発生したらどのように行動するか、この機会に自宅や職場などで考えて
みましょう。

留意事項
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